
15議員が市政を問う



一 般 質 問

問　令和６年度から、小学５年生から中学３年
生の英語と算数・数学の授業でデジタル教科書
を教材として導入し、児童生徒の学力アップに
つながっているようだが、その活用状況は。
答　小学校での活用状況は、英語は「ほぼ毎日」
３校、「週１回程度」５校、算数は「ほぼ毎日」３校、
「週１回程度」１校です。
　中学校での活用状況は、英語は「ほぼ毎日」
２校、「週１回程度」１校、数学は「月に数回」１校、
「学期に１回程度」１校です。
問　国では2030年度からデジタル教科書を正
式に導入する予定だが、その課題は。
答　ＩＣＴ環境の整備として、端末の動作不良
やシステムエラーが発生した場合、授業が中断
されるリスクが高まります。また、家庭で学習
をする際にインターネット環境が不十分な場合、
デジタル教科書を効果的に活用することができ
ないため、全ての児童生徒が平等に学習できる
環境を整えることが重要となります。
　教員の指導力向上として、デジタル教材の活
用度に差が生じないよう、継続的な研修体制の
構築が不可欠です。また、健康面への配慮として、
長時間の画面使用による児童生徒の視力低下や
身体への影響が懸念されています。
問　国の調査では、県内小中学生の裸眼1.0未満
の割合が、６歳児が38.7％でワースト１位となる
など、全国で大分低い結果となっている。裸眼
1.0未満の児童生徒を減らす具体的な方策は。
答　各校では、タブレット端末使用時に、教員
が教室の明るさや児童生徒の姿勢、タブレット
端末の使用時間などの指導を行い、さらに保健
だよりや参観日などを通して保護者への情報提
供を行っており、今後も視力低下を防ぐための
啓発活動を推進していきます。

問　全ての０歳から２歳児の保育料を無償化す
る考えは。
答　政策的柱の一つに「子どもたちの笑顔」を
掲げ、子供たちのための政策を最重要課題とし
て取り組む考えですが、全ての３歳児未満の保
育料無償化は、恒常的な財政負担の増加が見込
まれ、財源の確保が重要となります。そのため、
段階的な無償化も視野に入れ、各種事務事業の
見直し等により財源の見通しを立てた上で、市
長の任期４年間の中で判断していきます。

問　（仮称）惣辺奥瀬風力発電事業について、
市長が八甲田・十和田湖・奥入瀬渓流を風力発
電から守ろう連絡協議会が実施したアンケート
で「反対」と回答したその想いは。
答　風力発電事業の実施には、一貫して環境に
配慮した対策を講じた上で進めるべきだと考え
ており、アンケートについては、当時の考えに
最も近い回答として反対を選びました。市長と
しての現在の考えは、景観、自然環境等に対す
る影響を懸念する声が大きい状況での事業実施
は、極めてハードルが高く、事業者が計画を見
直す必要があると考えています。

問　訪問介護の基本報酬が下げられたことによ
る事業者への影響と、市独自の支援策は。
答　基本報酬が引き下げとなった一方で、特定
事業所加算における区分や口腔連携強化加算の
新設、介護職員等処遇改善加算の算定要件緩和
がされています。
　特定事業所加算については、市内の全ての訪
問介護事業所が取得しており、現時点で事業所
への影響はないものと認識しているため、市独
自の支援策の予定はありません。
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市議会・市民との意見交換会について

問　市長が掲げた公約の実現に向けた４年間の
実行計画は。
答　４本の政策的柱の中、特に１つ目に掲げた
「子どもたちの笑顔」の実現に向け注力し、屋
内遊技場の設置や保育料の無償化を目指します。
公約の一部は令和７年度当初予算案に計上して
おり、未着手の事業についても、既存事業の見
直しなど財政健全化に配慮しながら４年間の任
期中に実現を目指します。
問　保育料の無償化は、子供たちのことを考え
ると、すぐにでも予算計上すべきでは。

答　まずは中央病院の経営立て直しを念頭に進
めていく中で、財源を確保し、時期を捉えて子
供たちへの支援も必ず行いたいと考えています。

問　財政調整基金が2021年以降減り続けてい
るが、今後４年間の見通しは。
答　財政調整基金は、年度間の財源調整や災
害等の不測の事態に対処するため、一定の残高
を確保する必要がありますが、想定では、毎年
度５～６億円程度減少し、令和10年度には積み
立ての目安額である37億円を下回る見込みです。
問　令和10年度末に37億円を下回るというの
は大変な数字だと思うが、どう捉えているか。
答　危機的な状況であることから、基金の維持・
確保に向け、事務事業の見直しなどしっかりと
進めていきたいと考えています。

問　中央病院への繰出金についての考えは。
答　病院の経営改善がない状態では、さらなる
繰り出しが必要になることから、市民の命を守
る病院を地域から無くさないよう、覚悟を持っ
て経営改善等に力を注ぎ、財源を確保しながら、
できることから着実に進めていきます。

市長が掲げた公約の実行計画は
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任期中の実現を目指す

　令和６年度の『市議会・市民との意見交換会』として、常任委員会ごとにテーマを設けて次のとお
り開催しました。

委員会 日程 テーマ 対象者

観光建設常任委員会 １月 28日（火） まちづくり活性化について 十和田商工会議所青年部

民生福祉常任委員会 １月 30日（木） 十和田市の今後の子育てに
ついて

こどもの支援に関する取
組をしている市民

主な意見・要望など
【まちづくり活性化について】
◆ふるさと納税の返礼品は体験型が少ない。
◆免許返納をすると市からタクシー券がもらえるが、それを知ら
　ない高齢者が多い。
◆稲生川のペリカン付近の道路整備を早期に実現してほしい。
◆健康意識向上のため、公園に運動遊具などを設置し、幅広い世
　代が運動できるようにしてはどうか。

【十和田市の今後の子育てについて】
◆公園や遊具が少ない。また、公園に駐車場があったらよい。
◆公共交通機関が少なく、送迎が大変。
◆ファミリーサポートセンターは、急な利用ができない。
◆子供向けの分かりやすい情報の共有をしてほしい。

そのほかのご意見等はこちら⇒
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